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馬糞の 堆肥化に及 ぼす発酵菌 、 ミミズ お よび ワ ラジム シ の 影響
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　多種多様な資材を原料 とした堆肥化 の 検討は循環型農業生産シ ス テ ム を構築す る過程で極め

て重要で ある 。 同時に、様々 な資材か ら調製 された堆肥を どの よ うに評価す る か に っ い て は現実

的な問題 を含ん でい る 。 堆肥の品質や熟成度を評価する に は 、 EC ，　 C ！N 比，　 pH ， 水溶性 フ ェ

ノ
ー

ル 物質な どを指標 とし た多様な方法が検討 されて い るが 、 堆肥 の 品質は単
一

成分だけで決定

するこ とが で きない た め、複数の測定因子 の 組み合わせ で の 判定が必 要 で あ る 。 本研究で は堆肥

化 の 過程で 、 EM 菌、 カル ス 菌お よび 高温耐性 菌を利用 し 、 また、ミミズや ワ ラジ ム シ を堆 肥化

の 過程で利用 した結果につ い て検討 した 。 堆肥 の 評価は堆肥抽出液を用い て 行 っ た 。 また、堆肥

を施用 して作物を栽培 し、熟成過程の 異な る堆肥 の 違い が コ マ ツ ナ の 生育に及 ぼす 影響に つ い て

検討 した 。

（材料お よび方法）：実験 は 2002年に金沢大学教育学部角間農場内 の ガ ラス 室に て 実施 した 。 供

試材料は金沢大学馬術部か ら常時排出される馬糞を用 い た。敷料として は カ ン ナ ク ズ が使用 され

て い る 。 堆肥 の 熟成は 、 無処理区 に加えて EM 菌 、 カ ル ス 菌、高温 耐性 菌を利用 した処理区 、 お

よび ミミズや ワ ラ ジム シ を活用 した処理区で 行 っ た。堆肥 の熟度評価は 、 熱水お よび水に よる堆

肥抽出液 （ろ液）の 成分分析 お よび堆肥抽出液を用 い た ロ マ ツナの 発芽試験 （た ねびた ， 富 士 平

工 業株式会社）で検討 した 。 また、増肥混入±壌で コ マ ツ ナ を栽培 し、生育に及ぼす影響 を調査

し た 。 堆肥 に含まれ る フ ェ ノール 成分は作物の 生 育障害の 一因となるため 、 堆肥 に含まれるフ ェ

ノール 成分 の 測定を試み た 。
フ ェ ノール成分は過酸化水素とア ル デ ヒ ドの 存在下 で微弱 な化学発

光を起 こすた め 、KHCO3 で飽和 させ た水溶液に CH3CHO を 0．4M 雇加えた 「K 試薬」 に O．2g

の堆肥を浸潤 させ 、つ い で 196mM ／1の H202を 600m1加えてす ぐに発光量 を測定 した 。 測定は

浜松フ ォ トニ ク ス 社製の フ ォ トカ ウン テ ィ ン グ装置 （C・8801）を用い て 実施 した。

（結果及び考察）；堆肥抽出液の pH お よびア ン モ ニ ア態窒索含有量 を第 1 表 に 示 し た 。 ア ン モ

ニ ア態窒素含有量は水抽出区 よ り熱水抽出区で 高くなる傾向を示 し 、 米ぬ か 区、ミ ミズ 区 、 完熟

堆肥区以外 の試験区で は有意蓬が認 められた 。 完熟堆肥区 の pH と他試験区の pH との 間に有意

差は認め られ なか っ たが 、 ア ン モ ニ ア態窒素含有量には有意差が認め られ 、 カ ル ス 葭熱水抽出区 ，

ミミズ水抽嵐区，ミミズ熱水抽出区 で顕著に 高い含有量を示 した。抽出液を用 い たコ マ ツ ナ の発

芽試験結果を第 2 表に 示 した 。 播種後 1 日目、2 日目ともに対照区 と他試験区 と の間の 発芽率 に

有意差は認め られ なか っ た 。 堆肥混合土壌を用い た コ マ ツナ栽培試験の結果を第 3 表に 示 した 。

ワ ラジ ム シ 堆肥 50 ％混合区 を除い た他の 試験区と対照区 との 間で 有意な生育差が顕著に認め

られ た 。 これ は堆肥施用の効果による もの と考え られた ， 25 ％堆肥混合区と 50 ％堆肥混合区

における生 育を比較す ると、馬糞の み区および完熟堆肥区を除い て 25 ％堆肥 混合区 の 地上部生

育量が大 きか っ た。堆肥 混合率 の 差 が コ マ ツ ナ の 地上部生育に影響を及ぼ して い るもの と考え ら

れた。ワ ラジム シ堆肥 50 ％混合区における コ マ ツ ナ の 生育は 完熟堆肥混合区より有意に生育が

劣 っ た 。
ワ ラジム シ堆肥中に含まれ る生育抑鰯物質の 存在が影響 して い るもの と考え られた。堆

肥 中の フ ェ ノ
ー

ル 性成分を活性酸素消去能お よび還 元力の 程度か ら計測する こ とが で きる微弱

発光量定量法を用い て検討 し、結果を第 1図 、 第 2 図に示 し た。EM 菌区 ，米ぬか区 ， ワ ラジ ム

シ区で総 フ ォ トン 量 が高 い 値を示 した。ワ ラジ ム シ堆肥 50 ％混合区にお い て コ マ ツ ナ の 生育が

抑制 され た原因は 、 堆肥 中に含まれ る フ ェ ノ
ー

ル 物質に よ るもの である と考え られ た。
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第 1図 　微弱 発光に よ る紛 フ オ トン 童 （10 分 後）

第 2 図　微弱発光 掀 （フ th トン 最） の 時 間的変化
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